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１　題　　材　　かけ算の筆算

２　指導計画（総時数９時間）

３　本　　時（５／９）

　⑴　目標

　（３位数）×（１位数）の計算の意味や計算の仕方を考える活動を通して，被乗数が３位数に

なっても，（２位数）×（１位数）までの計算の同じように考えて，位ごとに分けて考えると乗

法九九を使って計算することができることに気付き，正しく計算することができるようにする。

　⑵　評価規準

　　　（２位数）×（１位数）の学習を活用して計算の仕方を筋道立てて考え，説明している。

【数学的な考え方】

　⑶　指導に当たって

　｢ つかむ ｣ 過程では，学習課題の構造を捉えて立式できるようにするために，立式の根拠を問

い，学習課題から抽出した情報を絵や図などに表して考えられるようにする。そして学習問題を

焦点化するために，前時まで学びと「比較」し共通点や相違点を整理できるようにする。

　｢ 見通す ｣ 過程では，解決の見通しをもつことができるようにするために，これまでの学びを

想起し，本時の学びと「比較」「関連」付けながら問題解決の視点を多面的に捉えられるように

する。

　｢ 見つける ｣ 過程では，自分の考えをより論理的なものにしたり，全体での学び合いの視点を

もったり，問題解決の視点に気付いたりできるようにするために，小集団で学び合う場を設け

て，その後に自分の考えを整理して再構築する場を設ける。

　｢磨き合う ｣過程では，「まとまりで見る」考えに気付けるようにするために，考えを「比較」「関

連付け」ながら整理し，位ごとに分ける意味やよさを視覚的に捉えられるようにする。

　｢ 振り返る ｣ 過程では，数学的な考え方のつながり，思考の広がりや深まりに気付けるように

するために，まとまりで見る考えや学び合いを視点にして感想を交流する。

授業Ⅱ

３年３組　32名　指導者　　福　富　　　健

算数科学習指導略案

　本授業では，以下の検証を行うものである。

　｢ 思考スキル ｣ の活用と ｢ まとまりで見る考え ｣ を視点にした学び合いは，数学的な思考力・

表現力を高める上で有効であったか。
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　⑷　本時の展開　　　　　　　　　　　　〔　〕子どもの意識　　　 指導の手立て　※評価
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